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公衆衛生の定義
公衆衛生(Public Health)

 社会の健康を支える医療

 起源は感染症対策

 産業革命期1800年頃のイギリスにて蔓延したコレラ・結核の対策から発展

パブリックヘルスが扱う分野
 社会・医療制度

 生活環境、都市計画

 ヘルスプロモーション（健康教育、予防医療等）

 安全問題

取り扱う健康領域
 栄養

 母子保健

 精神保健

 感染症（新型コロナウイルス、エボラ出血熱）

 非感染症疾患（慢性疾患、うつ病、癌など）

https://www.mcphs.edu/about-mcphs/news/public-health-week

2

https://www.mcphs.edu/about-mcphs/news/public-health-week


公衆衛生と合唱

健康の定義
• 「健康とは、身体的にも、精神的にも、社会的にもよく調和のとれた状態にあるというこ

とをいう単に疾病がないとか病弱でないということではない。」（1) 

芸術活動への参加は健康状態を左右する (2) 

 身体・精神的課題を抱える人は人間関係ネットワークに欠ける傾向 (3) 

 芸術・文化活動への参加は健康を害する行動を代替したり、コーピングスキルへの直接
的影響をもつ可能性がある (2) 

参考文献: (1) WHO, 1964; (2) Lokken et al. 2018, Music and Public Health ; (3) Kundtsen et al. 2005, Tidsskirt for den Norske lageforening.
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公衆衛生と合唱

ヘルスプロモーションと合唱活動
 ヘルスプロモーションとは：病気を抱えながらも今持っている健康を最大限活用し、

よりよく生きることを支援する

• 地域合唱活動は“趣味”としてだけではなく、

地域住民の健康を支える資源となっている

芸術・文化も健康を支える保健資源

※不要不急と扱われてしまう
合唱活動の意義を社会に伝えるチャンスなのでは？
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新型コロナウイルスとは？
概要

• 「新型コロナウイルス（SARS-CoV2）」はコロナウイルスのひとつ

• コロナウイルスには、一般の風邪の原因となるウイルスや「重症急性呼吸器症候群
（SARS）」や2012年以降発生している「中東呼吸器症候群（MERS）」ウイルスが含まれる

• 発症直前に感染力が高まる(1)

感染経路
 主に飛沫感染、接触感染で感染(2)

「接触感染」

感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウイルスがつく。他の方
がそれを触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ることにより粘膜から感染すること

＊新型コロナウイルスは、プラスチックの表面では最大72時間、ボール紙では最大24時間生存する

「飛沫感染」

感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放出され、他の方がそのウイルス
を口や鼻などから吸い込んで感染すること。

参考文献: (1) He, X.et al. (2020), Nat Med 26, 672–675; 厚生労働省ホームページ (2020), https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html .
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新型コロナウイルスとは？
飛沫感染が起きる状況
• 密接空間にて多くの人がいる環境にて

“大きく話す”

”叫ぶ“

”歌う“

”深呼吸“

咳やくしゃみなどの症状がなくても感染を拡大させるリスク(1) 

＊５分間の会話で１回の咳と同じくらいの飛まつ（約3,000個）が飛散 (2) 

飛沫飛散 (3) 

• 大きな粒子は1秒とせず地面に落下（重力の関係で）

• 半径５マイクロメートルの小さな飛沫は160cmの人が飛散すると9分かかって地上に落下する
（通常の会話や咳など）

• 鼻腔からも飛沫が入る

• 鼻腔・口腔からのくしゃみでは大きな飛沫
参考文献： (1) European Choir Association (2019), https://europeanchoralassociation.org/covid-19/ ;
(2) WHO (2009), https://www.who.int/water_sanitation_health/publications/natural_ventilation/en/; 
(3)  Somsen et al. 2019 The Lancet Respiratory  
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新型コロナウイルスと歌唱
飛沫感染リスク
• 声量が大きいと発話中の粒子（唾液量）が多くなる(1)

• 個人によっては同じ発声量であっても平均よりも多くの粒子を出す “speech superemitters” と
いう人もいる(1)

• マスクの有無により飛沫飛散に大きな差がでる(2)

特定の母音による飛沫（3）

• 母音の中でも特に”i “vowel”イ”は他の母音(/a/, /u/)よりも粒子を作ることが分かっています

• 2音節の言葉では/d/, /b/, /g/が/s/, /h/, /f/と比較すると粒子を多くもっている。

飛沫飛散防止方法
• 声量を変化させることによって必ずしも飛沫飛散を防げるとは限らない。

• 団員同士の距離やマスク着用による感染防止に務めることが推奨される。

参考文献 (1) S. Asadi et al.(2019) Scientific Reports. 9, 2348; (2) Anfinrud et al. N Engl J Med 2020; 382:2061-2063; (3) Asadi et al (2020) PLoS ONE 15(1): e0227699
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新型コロナウイルス感染対策

新型コロナウイルスの今後
• 季節（夏など）で収束するものではない(1)

• 数年の長期戦になる予測も(1)

• 熱中症対策（マスク着用時）

参考文献: (1) Kissler et al. (2020) Science : 860-868
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新型コロナウイルスと歌唱

飛沫飛散のイメージ 引用元Sterz et al. (2020) Medical University Vienna & Chorverband Österreich

アルト
母音付きレガートフレーズ

アルト
オ母音付きレガートフレーズ
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参考文献: Sterz et al. (2020) https://www.chorverband.at/images/AerosoleFotos/Untersuchung_MedUni_Wien_Sterz_Aerosolchor.pdf

https://www.chorverband.at/images/AerosoleFotos/Untersuchung_MedUni_Wien_Sterz_Aerosolchor.pdf


新型コロナウイルスと歌唱
飛沫飛散のイメージ Sterz et al. (2020) Medical University Vienna & Chorverband Österreich

アルト
サージカルマスク装着時

アルト
フェイスシールド装着時
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新型コロナウイルスと歌唱
飛沫飛散のイメージSterz et al. (2020) Medical University Vienna & Chorverband Österreich

ベース
母音付きレガートフレーズ

ベース
オ母音付きレガートフレーズ
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新型コロナウイルスと歌唱
飛沫飛散のイメージSterz et al. (2020) Medical University Vienna & Chorverband Österreich

ベース
サージカルマスク装着時

ベース
フェイスシールド装着時
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新型コロナウイルスと歌唱
飛沫飛散のイメージSterz et al. (2020) Medical University Vienna & Chorverband Österreich

テノール
布マスク装着時

テノール
サージカルマスク装着時
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https://www.chorverband.at/images/AerosoleFotos/Untersuchung_MedUni_Wien_Sterz_Aerosolchor.pdf


合唱と感染症予防

換気対策
• 換気は、通常の窓を開けた換気、機械換気を利用した換気を用いるか、フィルタ式の空

気清浄機を用いることが勧められる。

• 通常の家庭用エアコンやパッケージエアコンは空気を循環させるだけで、換気を行って
いない。一般的なポータブル空気清浄機による空気浄化では、効果は不十分な可能性が
ある。

• 空気清浄機と窓を開けた換気が必須(1)

参考文献: (1) Soncen et al. (2020) Lancet Respir Med, 30245-9 

No ventilation=換気無し
Poor ventilation=空気清浄機のみ
Good ventilation =空気清浄機＋窓を開けた
換気
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コロナ禍で歌い続けるには

感染予防対策がとられる前の事例
• 2020年3月8日オランダアムステルダム

• コンセルトヘボウ

• 合唱団メンバー及びその家族4名が死亡

• 130人中102人が感染

※感染予防対策を行った合唱活動の飛沫飛散実証研究の必要性

※合唱に適した感染症予防対策を実施する必要性
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コロナ禍で歌い続けるには
ー日本クラシック音楽事業協会より 一部抜粋ー
2020年6月12日発表

第2章 出演者・スタッフの感染防止

１．基本的な感染予防対策
(1)マスクを着用するとともに、咳エチケットも実践する。

(2) 小さな節目ごとに、手指消毒又は手洗いを丁寧に行う。

(3) 日々、充分な睡眠を取り、水分を摂取することをはじめ、健康管理に努める。

(4) ステージ衣装やスタッフ衣装等はこまめに洗濯する。

(5) 楽器・楽譜を取り扱う者は手指消毒又は手洗い等日常的な感染防止対策に努める。

(6) 自宅で定期的な検温を行い記録し、必要がある場合、公演主催者等に提出できるよう準備 する。
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コロナ禍で歌い続けるには
ー日本クラシック音楽事業協会より 一部抜粋ー
第2章 出演者・スタッフの感染防止（続き）

１．基本的な感染予防対策

(7) 公演又はリハーサル開始までの 1 週間に、次のいずれかの症状がある出演者は、医師
又 は関係機関に相談し、その判断に基づき、主催者は出演の可否を決定する。

37.5 度以上の発熱があった。

咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、味覚・嗅覚障害、眼の痛み
や結膜 の充血、頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐の症状があった。

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触があった。

過去 2 週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている
国・地域 への訪問歴、及び当該在住者との濃厚接触があった。

(8) 海外からの出演者の招聘は、当該国による日本への渡航制限および日本政府による当
該国 からの入国制限が解除されるまで控える。
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コロナ禍で歌い続けるには
ーノルウェーのガイドライン一部抜粋ー
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音楽練習のための感染防止

病気の方は練習に
参加してはいけません

楽器の貸し
借りやマイク
の使用を禁止
します

距離を保ちます

ピアノ等の機器の使用を予め決めます

手洗いうがいを徹底します
楽器の
消毒も適宜
行います

距離に関するガイドライン
バッファーは人一人当たり3㎡
（できれば演奏者の横1.5m, さらに前の演奏者と2m以上）
＊バッファーは指標であり、機器（バックライン）に十分なスペースを確保す
るように設定されています。同時に演奏者間の十分な距離を維持します。

現場のニーズに合わせて調整してください。

НАТϮ˔
ˢἋḧẩ ˣ

3 ם יּ
ԁ θϤ

›ὓ

5人 10㎡ 15㎡ 25㎡

15人 20㎡ 45㎡ 65㎡

30人 30㎡ 90㎡ 120㎡

31人以上 30㎡
参考文献：Norsk musikkrad (2020) https://www.musikk.no/nmr/om-oss/medlemsorganisasjoner/ressurser-
for-medlemmer/veileder-smittevern-for-musikkovelser

https://www.musikk.no/nmr/om-oss/medlemsorganisasjoner/ressurser-for-medlemmer/veileder-smittevern-for-musikkovelser


New choir styles with covid-19

庭で合唱練習

海辺で練習
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参考情報：European Choir Association (2019), 
https://europeanchoralassociation.org/covid-19/

https://europeanchoralassociation.org/covid-19/


New choir styles with covid-19

フランスバスク地方
大きなホールで２ｍの距離を保ち、
フェイスシールドを使用して練習

5月1日
ベルリンフィルハーモニー管弦楽団
パンデミック後初のコンサート
観客無し
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参考文献: European Choir Association (2019), 
https://europeanchoralassociation.org/covid-19/
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New choir styles with covid-19

新たな歌唱の形

• パーテーションの導入
• 大阪音楽大学

• エリザベト音楽大学

21
参考文献: 大阪音楽大学 https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/; エリザベト音楽大学 http://www.eum.ac.jp/20200612.html

大阪音楽大学

エリザベド音楽大学

https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/
https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/
https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/
https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/
http://www.eum.ac.jp/20200612.html


New choir styles with covid-19
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テクノロジーの導入
 Zoom, 5Gネットワーク

Eric Whitacre's Virtual Choir (2013) 
https://ericwhitacre.com/the-virtual-choir

https://ericwhitacre.com/the-virtual-choir


新たな音楽家の形
ーウイルスと共に生きる社会ー

感染症X工学分野の共同研究も

• 歌唱用感染症予防対策グッズの開発

（マスクなど）
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https://www.designboom.com/design/student-
creates-transparent-masks-deaf-hard-of-hearing-04-
08-2020/

https://www.designboom.com/design/student-creates-transparent-masks-deaf-hard-of-hearing-04-08-2020/


新たな合唱の形
ーウイルスと共に生きる合唱ー

地域との連携の必要性

第1段階 掲示されている国レベルの指針（済）
＊厚生労働省ホームページ「新しい生活様式」について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_newlifestyle.html

第2段階 都道府県レベルの指針（済）

＊東京都 https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/tosei/news/2019-ncov.html

＊千代田区新型コロナウイルス感染症予防ハンドブック

https://www.city.chiyoda.lg.jp/documents/19242/coronavirus-handbook.pdf

第3段階 合唱団員達からの活動目標の設定 何のために歌うのか？ ※自分たちの目標設定

第4段階 既に行われている事例の発見と全国普及

第5段階 合唱活動専門家投入による活動内容のレベルアップ

→感染症と共存し活動する合唱
24

（活動推進の在り方, 神馬(2019) 健康行動理論の研究と実践よりを応用）



新たな合唱の形
ーウイルスと共に生きる歌ー

地域との連携による情報交換・感染症対策

＊地域にあった合唱活動の形の模索ーボトムアップー

• 他の地域住民活動との連絡ー連携

（例：ダンス団体、児童クラブ、高齢者クラブ等）

• 役所の社会福祉協議会に問い合わせ,施設利用のための環境設定を協議

• 地域医療を担う高齢者施設・地域包括ケア関係者への相談（特に感染対策につ
いて）

• 地域のステークホルダー、医療関係者、エンジニアを巻き込んだ地域の合唱活
動を育てる
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まとめ
1. ワクチンや特効薬がない段階での“活動再開”には充分な注意が必要

• 極論的には、「合唱活動を行わなかければ感染リスクは抑えられる」

• 「活動再開」は「感染リスク」を引き上げる。

２. 地域―コミュニティーにあった合唱活動を模索する

• 自分たちの住んでいる場所の現状を知る（感染状況等）

• 他分野、多ジャンル(スポーツ、ダンスなど)がどうしているかを知る

• 「ステイクホルダー」(役場、医療機関、社会福祉協議会)などと共同できると、
地域と繋がりを作りながら合唱活動の地域からの支援を得られる。

３. 柔軟な“合唱”の形を考える

• ストリーミング需要の更なる拡大(1)（音楽産業転換期）

• テクノロジーを取り入れることを恐れずに
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参考文献: (1)
https://jaykogami.com/2020/06/17000.html?fbclid=IwAR3Yn33
rE58BEtClVVMyMKahKtThYrCO1oi3sE_-H0P6cmlur3RPup6PTYk

https://jaykogami.com/2020/06/17000.html?fbclid=IwAR3Yn33rE58BEtClVVMyMKahKtThYrCO1oi3sE_-H0P6cmlur3RPup6PTYk
https://jaykogami.com/2020/06/17000.html?fbclid=IwAR3Yn33rE58BEtClVVMyMKahKtThYrCO1oi3sE_-H0P6cmlur3RPup6PTYk
https://jaykogami.com/2020/06/17000.html?fbclid=IwAR3Yn33rE58BEtClVVMyMKahKtThYrCO1oi3sE_-H0P6cmlur3RPup6PTYk
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• オーストリア合唱連盟（歌唱時の飛沫飛散写真）
Sterz et al. (2020) Austrian Choir Association, Medical University Vienna & Chorverband Österreich
https://www.chorverband.at/images/AerosoleFotos/Untersuchung_MedUni_Wien_Sterz_Aerosolchor.pdf

• ノルウェー音楽評議会
Norsk musikkrad (2020) https://www.musikk.no/nmr/om-oss/medlemsorganisasjoner/ressurser-
for-medlemmer/veileder-smittevern-for-musikkovelser

• ヨーロッパ合唱連盟
European Choir Association (2019), https://europeanchoralassociation.org/covid-19/ 

• 練習用パーテーション
大阪音楽大学 https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/
エリザベト音楽大学 http://www.eum.ac.jp/20200612.html

• 一般社団法人日本クラシック音楽事業協会
「クラシック音楽公演における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」
https://www.classic.or.jp/2020/06/blog-
post.html?fbclid=IwAR0BSVVmXwuCAj8K0AGRWki7KaNXh_t05tMNdj3PZf6-bVtYFJZ4ipQENYw

https://www.chorverband.at/images/AerosoleFotos/Untersuchung_MedUni_Wien_Sterz_Aerosolchor.pdf
https://www.musikk.no/nmr/om-oss/medlemsorganisasjoner/ressurser-for-medlemmer/veileder-smittevern-for-musikkovelser
https://europeanchoralassociation.org/covid-19/
https://www.daion.ac.jp/news/regularclass200522/kansentaisaku2020/
http://www.eum.ac.jp/20200612.html
https://www.classic.or.jp/2020/06/blog-post.html?fbclid=IwAR0BSVVmXwuCAj8K0AGRWki7KaNXh_t05tMNdj3PZf6-bVtYFJZ4ipQENYw
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アンケート結果 回答者背景

29



30

アンケート結果 回答者背景



現場の声ー直面している困難ー
合唱活動継続にあたり困難な事
• 練習場所の確保の困難（貸出が禁止となっている）

• 再開時期の判断（地域差あり）

• 合唱時の具体的な感染予防策が不明

（ガイドラインがない、安全を証明する科学的根拠の不在、3密の回避方法、マスク着用の
有無）

• 合唱団員の健康維持（心身ともに）

• 歌唱・合唱活動に対する風評被害

• 曖昧な感染状況への不安

• オンライン合唱活動の難しさ

• 団員間での考えの違い
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アンケート結果 20代
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アンケート結果 30代

33



アンケート結果 40代
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• 40代
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アンケート結果 50代
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アンケート結果 60代以上
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現場の声ー感染症対策ー
感染症予防グッズ

• マスク

• フェイスシールド

• 手洗いうがい

• アルコール消毒

• ゴーグル

感染症予防環境設定

• 換気

• 2mの身体的距離の確保（ソー
シャルディスタンシング）

• 検温

• 広い練習場

• 練習場内消毒（ドアノブなど）

• 共有物を使用しない（楽譜など）

• 透明なパーテーション

X 次亜塩さんナトリウム噴霧
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現場の対策ー感染症対策ー
感染症予防練習方法

• 小グループ練習

• ハミング

• 外に向かって歌う

• リモート練習（Zoom)

• 歌唱以外の音楽活動（ベル等）

• 私語禁止

• お茶時間禁止

• 座学
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対策 アンケート結果 20代
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対策 アンケート結果 30代
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対策 アンケート結果 40代
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対策 アンケート結果 50代
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対策 アンケート結果 60代以上
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アンケート結果
60代以上
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